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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　左及び右の走行装置用の左及び右のブレーキと、左及び右のブレーキペダルとが備えら
れ、
　前記左のブレーキペダルが踏み操作されると、前記左のブレーキが制動側に操作される
ように構成されるとともに、前記右のブレーキペダルが踏み操作されると、前記右のブレ
ーキが制動側に操作されるように構成されており、
　前記左及び右のブレーキペダルは、夫々、操縦者が足を置くステップよりも上方に位置
する揺動軸に揺動可能に吊り下げられた支持部材と、前記支持部材の遊端部に取り付けら
れ、踏み操作されるペダル部材とを有し、
　前記左及び右のブレーキペダルは、通常状態と調整状態とに切替可能に構成され、
　前記左のペダル部材の踏み面と前記右のペダル部材の踏み面とは、前記通常状態及び前
記調整状態のとき、平面視において互いに重複せず、
　前記通常状態のとき、前記左のペダル部材の踏み面と前記右のペダル部材の踏み面とが
上下方向において同じ高さ位置となり、
　前記調整状態のとき、前記左及び右のペダル部材のうち一方のペダル部材が、前記通常
状態における前記一方のペダル部材よりも高い箇所に位置することで、前記左のペダル部
材の踏み面と前記右のペダル部材の踏み面とが上下方向において異なる高さ位置となる作
業車。
【請求項２】
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　前記左及び右のペダル部材のうち一方のペダル部材についてのみ踏み面の高さ位置の調
整が可能となっている請求項１に記載の作業車。
【請求項３】
　前記左及び右のブレーキペダルを前記通常状態及び前記調整状態でそれぞれ固定可能な
連結機構が備えられ、
　前記連結機構が、前記支持部材における前記踏み面よりも上側に位置する箇所に、外部
に露出された状態で設けられている請求項１または２に記載の作業車。
【請求項４】
　前記左及び右のブレーキペダルのうち一方のブレーキペダルの踏み面に対して他方のブ
レーキペダルの踏み面を上下方向にスライド移動させることにより前記通常状態と前記調
整状態とを切り替えるスライド機構が備えられている請求項１～３のいずれか一項に記載
の作業車。
【請求項５】
　前記左及び右のブレーキペダルのうち一方のブレーキペダルの踏み面に対して他方のブ
レーキペダルの踏み面を左右軸心周りに回動することにより前記通常状態と前記調整状態
とを切り替える回転機構が備えられている請求項１～３のいずれか一項に記載の作業車。
【請求項６】
　前記調整状態において、前記左のブレーキペダルの踏み面の傾斜角度と前記右のブレー
キペダルの踏み面の傾斜角度とを揃えるように構成されている請求項１～５のいずれか１
項に記載の作業車。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、左及び右のブレーキペダルが備えられた作業車に関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えば、特許文献１に、このような作業車の一例が開示されている。特許文献１に開示
されている作業車には、運転部（文献では、「キャビン」）の右下部に、人為的に操作さ
れる左及び右のブレーキペダルが並設されている。作業車には、左及び右のブレーキペダ
ルにそれぞれ連繋されている左及び右のブレーキが備えられている。左のブレーキペダル
が踏み操作されると、左のブレーキが制動側に操作されて左の後輪が制動され、右のブレ
ーキペダルが踏み操作されると右のブレーキが制動側に操作されて右の後輪が制動される
。
【０００３】
　このような構成によれば、直進時には、左及び右のブレーキペダルを同時に両踏みして
作業車の走行を停止させることができる。また、一方のブレーキペダルのみを踏み操作し
ながら操縦ハンドルを一方側に切ることにより、畦際などで作業車を一方側へ小回りに旋
回させることができる。このように、作業車では、直進時の停止と小回り旋回の機能を両
立させるために、運転部の右下部に、左のブレーキに対応する左のブレーキペダルと右の
ブレーキに対応する右のブレーキペダルとが配置されている。
【０００４】
【特許文献１】特許第４２１６８１４号（特許文献１における［図４］）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、特許文献１に記載のような作業車では、運転部の右下部の限られた空間
に左のブレーキペダルと右のブレーキペダルとを並べて配置しているので、その運転部の
右下部に操縦者の足を置くスペースを確保し難い。
【０００６】
　例えば、寒冷地等において操縦者が大きな防寒ブーツを履いて作業車を操縦する場合に
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は、防寒ブーツを置けるスペースを確保できず、左及び右のブレーキペダルの操作が行い
難くなるので、居住性及び操作性の低下を招くおそれがあった。
【０００７】
　本発明は、作業車において、操縦者の足を置くスペースを広く確保することにより、居
住性を向上し、かつ、ブレーキペダルの操作性を向上することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の作業車は、
　左及び右の走行装置用の左及び右のブレーキと、左及び右のブレーキペダルとが備えら
れ、前記左のブレーキペダルが踏み操作されると、前記左のブレーキが制動側に操作され
るように構成されるとともに、前記右のブレーキペダルが踏み操作されると、前記右のブ
レーキが制動側に操作されるように構成されており、前記左及び右のブレーキペダルは、
夫々、操縦者が足を置くステップよりも上方に位置する揺動軸に揺動可能に吊り下げられ
た支持部材と、前記支持部材の遊端部に取り付けられ、踏み操作されるペダル部材とを有
し、前記左及び右のブレーキペダルは、通常状態と調整状態とに切替可能に構成され、前
記左のペダル部材の踏み面と前記右のペダル部材の踏み面とは、前記通常状態及び前記調
整状態のとき、平面視において互いに重複せず、前記通常状態のとき、前記左のペダル部
材の踏み面と前記右のペダル部材の踏み面とが上下方向において同じ高さ位置となり、前
記調整状態のとき、前記左及び右のペダル部材のうち一方のペダル部材が、前記通常状態
における前記一方のペダル部材よりも高い箇所に位置することで、前記左のペダル部材の
踏み面と前記右のペダル部材の踏み面とが上下方向において異なる高さ位置となるもので
ある。
【０００９】
　本発明によれば、左及び右のブレーキペダルの状態を、左のブレーキペダルの踏み面と
右のブレーキペダルの踏み面とが上下方向に揃った位置となる通常状態と、左のブレーキ
ペダルの踏み面と右のブレーキペダルの踏み面とが上下方向に異なった位置となる調整状
態との間で、操縦者が任意に切り替えることができる。
【００１０】
　通常状態では、左のブレーキペダルの踏み面と右のブレーキペダルの踏み面とが上下方
向に揃った位置とされる。一方、調整状態では、右のブレーキペダルの踏み面と左のブレ
ーキペダルの踏み面とが、上下方向に異なった位置とされる。このため、踏み面の位置が
高くされている方のブレーキペダルの踏み面の下方にスペースが空くことになる。よって
、寒冷地等において操縦者が大きな防寒ブーツを履いて作業車を操縦する場合には、左及
び右のブレーキペダルの状態を調整状態に切り換えることで、踏み面の位置が高くされて
いる方のブレーキペダルの踏み面の下方に空いたスペースを利用して、操縦者が足を置く
スペースを広くすることができ、居住性及びブレーキペダルの操作性の向上を図ることが
できる。
　本発明においては、前記左及び右のペダル部材のうち一方のペダル部材についてのみ踏
み面の高さ位置の調整が可能となっていると好適である。
　本発明においては、前記左及び右のブレーキペダルを前記通常状態及び前記調整状態で
それぞれ固定可能な連結機構が備えられ、前記連結機構が、前記支持部材における前記踏
み面よりも上側に位置する箇所に、外部に露出された状態で設けられていると好適である
。
　本構成によれば、連結機構によって左及び右のブレーキペダルを固定することで、左の
ブレーキペダルの踏み面を踏んでも、右のブレーキペダルの踏み面を踏んでも、左及び右
のブレーキペダルの両者を操作することができる。調整状態では、左のブレーキペダルの
踏み面と右のブレーキペダルの踏み面が上下方向に異なる位置となっているので、左及び
右のブレーキペダルの両者を操作する際に、足で踏める面積を上下方向に拡張することが
でき、ブレーキペダルの操作性の向上を図ることができる。
【００１１】
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　本発明においては、左及び右のブレーキペダルのうち一方のブレーキペダルの踏み面に
対して他方のブレーキペダルの踏み面を上下方向にスライド移動させることにより通常状
態と調整状態とを切り替えるスライド機構が備えられていると好適である。
【００１２】
　本構成によれば、スライド機構によりブレーキペダルの踏み面を上下方向にスライドさ
せるだけで、通常状態と調整状態とに切り換えることができる。これにより、通常状態と
調整状態とに切り換えるための構成を簡素なものとすることができ、スライド機構の設置
スペースとしても、ブレーキペダルの踏み面を上下方向にスライドさせるだけのスペース
を確保するだけでよく、設置スペースの面でも有用なものとなる。
【００１３】
　本発明においては、左及び右のブレーキペダルのうち一方のブレーキペダルの踏み面に
対して他方のブレーキペダルの踏み面を左右軸心周りに回動することにより通常状態と調
整状態とを切り替える回転機構が備えられていると好適である。
【００１４】
　本構成によれば、回転機構によりブレーキペダルの踏み面を左右軸心周りに回動させる
だけで、通常状態と調整状態とに切り換えることができる。これにより、通常状態と調整
状態とに切り換えるための構成を簡素なものとすることができる。また、通常状態と調整
状態とに切り換えるための操作としては、ブレーキペダルの踏み面を左右軸心周りに回動
させるという簡易な操作であるので、操作性の向上も図ることができる。
【００１５】
【００１６】
【００１７】
　本発明においては、調整状態において、左のブレーキペダルの踏み面の傾斜角度と右の
ブレーキペダルの踏み面の傾斜角度とを揃えるように構成されていると好適である。
【００１８】
　本構成によれば、左及び右のブレーキペダルが調整状態のときに、右のブレーキペダル
の踏み面を踏み込む場合も、左のブレーキペダルの踏み面を踏み込む場合も、操縦者が同
様の感覚で踏み込み操作することができ、ブレーキペダルを踏み操作したときの操作感覚
が大きく変化することを防止できる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】トラクタの側面図。
【図２】キャビンの平面図。
【図３】キャビンの側面図。
【図４】ブレーキペダル周辺の斜視図。
【図５】ブレーキペダル周辺の分解斜視図。
【図６】ブレーキペダル周辺の正面断面図。
【図７】ブレーキペダルの正面視における一部断面図。
【図８】ブレーキペダルの側面断面図。
【図９】別実施の形態におけるブレーキペダルの正面視における一部断面図。
【図１０】別実施の形態におけるブレーキペダルの側面断面図。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　以下、本発明の実施の形態について図面に基づいて説明する。図１に示すように、右及
び左の前輪２、右及び左の後輪３（走行装置に相当）で支持された走行機体の中央部にキ
ャビン４付きの運転部５が形成されて、作業車の一例である四輪駆動型のトラクタ１が構
成されている。走行機体の前部に備えられたエンジン６の動力が、ギヤ変速式の主変速装
置（図示せず）及び副変速装置（図示せず）、後輪デフ機構（図示せず）を介して左及び
右の後輪３に伝達されている。また、後輪デフ機構の直前から分岐された動力が前輪変速
装置（図示せず）及び前輪デフ機構（図示せず）を介して、左及び右の前輪２に伝達され
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ている。
【００２１】
　図１及び図３に示すように、キャビン４内には、操縦者Ｍが着座する運転席１０と、操
縦者Ｍが足を置くステップ１１と、ステップ１１の前端に立設されているフロントパネル
１２と、フロントパネル１２の上部から後方に向けて突設されているハンドルポスト１３
とが備えられている。そして、キャビン４内には、ハンドルポスト１３から斜め上方へ立
設されている操縦ハンドル１４と、ハンドルポスト１３に揺動自在に吊り下げ支持されて
いるクラッチペダル１５と、左のブレーキペダル１９及び右のブレーキペダル２０とが備
えられている。図２に示すように、左のブレーキペダル１９及び右のブレーキペダル２０
は、運転部５の右下部に並設されている。
【００２２】
　図３に示すように、左のブレーキペダル１９及び右のブレーキペダル２０は、いわゆる
吊り下げ式のブレーキペダルであり、ハンドルポスト１３内の左右方向を向いた揺動軸２
４周りにそれぞれ揺動可能に支持され、ハンドルポスト１３の下端部から斜め下向きへ突
設されている。
【００２３】
　左のブレーキペダル１９は、左の操作アーム２５ａ及び左の連係ロッド２１を介して、
左の後輪３を制動可能な左のブレーキ２５に接続されている。右のブレーキペダル２０は
、右の操作アーム２６ａ及び右の連係ロッド２２を介して、右の後輪３を制動可能な右の
ブレーキ２６に接続されている。左のブレーキ２５と右のブレーキ２６とは、それぞれ、
左のブレーキペダル１９、右のブレーキペダル２０が踏み操作されていない際は、制動を
行わないように、制動解除側に付勢されている。これにより、左のブレーキペダル１９が
踏み操作されると、左の連係ロッド２１を介して、左のブレーキ２５が制動側に操作され
、左のブレーキペダル１９が戻し操作されると、左のブレーキ２５が制動解除側に操作さ
れる。右のブレーキペダル２０が踏み操作されると、右の連係ロッド２２を介して、右の
ブレーキ２６が制動側に操作され、右のブレーキペダル２０が戻し操作されると、右のブ
レーキ２６が制動解除側に操作される。
【００２４】
　左のブレーキペダル１９及び右のブレーキペダル２０の構成について詳しく説明する。
図４はブレーキペダル周辺の斜視図を示す。図５はブレーキペダル周辺の分解斜視図を示
す。図６はブレーキペダル周辺の正面断面図を示す。図７はブレーキペダルの正面視にお
ける一部断面図を示す。図８はブレーキペダルの側面断面図を示す。
【００２５】
　右のブレーキペダル２０は、その踏み面２８の上下方向の高さが一定高さになるように
固定されている。それに対して、図６～図８に示すように、左のブレーキペダル１９は、
その踏み面２７の位置を上下方向で調整自在に構成されている。これにより、左及び右の
ブレーキペダル１９，２０は、左のブレーキペダル１９の踏み面２７と右のブレーキペダ
ル２０の踏み面２８とが上下方向に揃った位置となる通常状態と、左のブレーキペダル１
９の踏み面２７と右のブレーキペダル２０の踏み面２８とが上下方向に異なった位置とな
る調整状態とに切替可能に構成されている。ここで、調整状態では、左のブレーキペダル
１９の踏み面２７を右のブレーキペダル２０の踏み面２８よりも高い位置としている。
【００２６】
　右のブレーキペダル２０は、上端が揺動軸２４に揺動可能に枢支される右側支持部材２
９（「支持部材」の一例）と、右側支持部材２９の下端に固着され、人為的に踏み操作さ
れる踏み面２８が形成された右側ペダル部材３０（「ペダル部材」の一例）とを備えてい
る。右側支持部材２９は、上下方向に延びるアーム状に形成されている。右側ペダル部材
３０の踏み面２８は、一定角度で傾斜する姿勢で、上下幅よりも横幅の方が広い横長状に
形成されている。
【００２７】
　左のブレーキペダル１９は、上端が揺動軸２４に揺動可能に枢支される左側支持部材３
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５（「支持部材」の一例）と、人為的に踏み操作される踏み面２７が形成された左側ペダ
ル部材３６（「ペダル部材」の一例）とを備えている。左側支持部材３５は、右側支持部
材２９と同様に、上下方向に延びるアーム状に形成されている。左側ペダル部材３６の踏
み面２７は、右側ペダル部材３０の踏み面２８と同様に、一定角度で傾斜する姿勢で、上
下幅よりも横幅の方が広い横長状に形成されている。
【００２８】
　左のブレーキペダル１９には、その踏み面２７の位置を上下方向で調整するために、そ
の踏み面２７を上下方向にスライド移動可能なスライド機構４０が備えられている。この
スライド機構４０は、左側支持部材３５に対して上下方向に左側ペダル部材３６をスライ
ド移動させることで、その踏み面２７を上下方向にスライド移動させている。
【００２９】
　スライド機構４０は、左側支持部材３５の下端側部位に備えられた案内部４２と、左側
ペダル部材３６の上端側部位に備えられたスライド部４５とを備えている。左側支持部材
３５は、一端が揺動軸２４に揺動可能に枢支されるロッド部４１と、ロッド部４１の下端
側部位に設けられ、上下方向に延びる中空空間を有する筒状の案内部４２とを備えている
。この案内部４２は、ロッド部４１を１つの壁部とし、４つの壁部にてその側周囲が覆わ
れた、断面が長方形状の中空空間を有している。案内部４２の下方の開口部から中空空間
にスライド部４５を挿し込むことができ、案内部４２の内面に沿ってスライド部４５を上
下方向にスライド移動させることができる。これにより、左のブレーキペダル１９の踏み
面２７を上下方向にスライド移動させることができる。
【００３０】
　左のブレーキペダル１９には、図５に示すように、通常状態及び調整状態の夫々におい
て、左側支持部材３５に対して左側ペダル部材３６を固定する第１ロック機構５０が備え
られている。第１ロック機構５０は、案内部４２に設けられた左右方向に対向する一対の
挿通孔５５と、スライド部４５に設けられた左右方向を向いた通常孔５２及び通常孔５２
よりも下位に位置される左右方向を向いた調整孔５３との３つの孔を備えており、これら
の孔にボルト及びナットの組み合わせからなる締結部材５６を挿通させて締結することで
、左側支持部材３５に対して左側ペダル部材３６を固定している。左のブレーキペダル１
９の踏み面２７が右のブレーキペダル２０の踏み面２８と揃う位置となる通常状態におい
ては、挿通孔５５及び通常孔５２に締結部材５６を挿通させて締結している。左のブレー
キペダル１９の踏み面２７が右のブレーキペダル２０の踏み面２８よりも上方側に位置す
る調整状態においては、挿通孔５５及び調整孔５３に締結部材５６を挿通させて締結して
いる。
【００３１】
　左のブレーキペダル１９と右のブレーキペダル２０には、左のブレーキペダル１９と右
のブレーキペダルを連結する連結具２３（「連結機構」に相当する。）が備えられている
。連結具２３は、左のブレーキペダル１９と右のブレーキペダル２０とを連結した連結状
態と、左のブレーキペダル１９と右のブレーキペダル２０とを分離した非連結状態とで状
態を切り替えることができる。連結具２３は、左側支持部材３５のロッド部４１に形成さ
れた左側連通孔８１と右側支持部材２９に形成された右側連通孔８２とに挿脱するように
左右方向にスライド移動自在な棒状に形成されている。
【００３２】
　この連結具２３を左右方向にスライド移動に支持する支持部８３が備えられ、その支持
部８３には、連結具２３を左右方向に案内移動させる案内溝８４が形成されている。案内
溝８４は、平面視において、左右方向に延びる直線部８５とその直線部８５の両端部から
直交する前後方向に延びる直交部８６とを有するコ字状に形成されている。連結具２３に
備えられた係合部８７が案内溝８４の直線部８５に係合することで、連結具２３を左右方
向に案内移動して左側連通孔８１及び右側支持部材２９に挿脱自在に構成されている。そ
して、連結具２３を左側連通孔８１及び右側支持部材２９に挿入した状態、及び、連結具
２３を左側連通孔８１及び右側支持部材２９から離脱させた状態の夫々において、連結具
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２３を左右方向に沿う軸心周りに回転させることで、係合部８７を案内溝８４の直交部８
６に係合させて、連結具２３をその状態に位置保持している。
【００３３】
　左のブレーキペダル１９及び右のブレーキペダル２０は、図７及び図８の二点鎖線にて
示すように、スライド機構４０により左側支持部材３５に対して上下方向に左側ペダル部
材３６をスライド移動させて、挿通孔５５及び通常孔５２に締結部材５６を挿通させて締
結することで、通常状態に切り替えてその通常状態に左のブレーキペダル１９を固定する
ことができる。この通常状態においては、左のブレーキペダル１９の踏み面２７の高さと
、右のブレーキペダル２０の踏み面２８の高さとが略同一となるようにされ、上下方向に
揃った位置とされる。左のブレーキペダル１９及び右のブレーキペダル２０は、揺動軸２
４周りに揺動するため、ステップ１１との間に、上下方向の隙間３８が空けられている。
左のブレーキペダル１９の踏み面２７と右のブレーキペダル２０の踏み面２８との間には
、左右方向の隙間３２が空けられている。左のブレーキペダル１９の踏み面２７の傾斜角
度と、右のブレーキペダル２０の踏み面２８の傾斜角度は揃えられている。このため、左
のブレーキペダル１９の踏み面２７と右のブレーキペダル２０の踏み面２８とは、略同一
平面上に位置されている。
【００３４】
　通常状態では、連結具２３により、左のブレーキペダル１９と右のブレーキペダル２０
を連結する連結状態に切り替えることができる。この場合、左のブレーキペダル１９の踏
み面２７と右のブレーキペダル２０の踏み面２８の高さが揃えられているので、左の踏み
面２７と右の踏み面２８とを同時に両踏みし易いものとなる。
【００３５】
　左のブレーキペダル１９及び右のブレーキペダル２０は、図７及び図８の実線にて示す
ように、スライド機構４０により左側支持部材３５に対して上下方向に左側ペダル部材３
６をスライド移動させて、挿通孔５５及び調整孔５３に締結部材５６を挿通させて締結す
ることで、調整状態に切り替えてその調整状態に左のブレーキペダル１９を固定すること
ができる。この調整状態においては、左のブレーキペダル１９の踏み面２７の高さが、右
のブレーキペダル２０の踏み面２８の高さよりも高い位置とされる。左のブレーキペダル
１９の踏み面２７の高さは、通常状態における上下方向の隙間３８よりも大きな上下方向
の距離３９が空けられている。ここで、調整状態においては、左のブレーキペダル１９の
踏み面２７よりも、その踏み面２７の上下方向での幅だけ、右のブレーキペダル２０の踏
み面２８よりも高い位置となるようにしている。これにより、左のブレーキペダル１９の
踏み面２７の下方に操縦者Ｍの足を置くことができる大きなスペースを確保することがで
きる。よって、寒冷地等において操縦者Ｍが大きな防寒ブーツを履いてトラクタ１を操縦
する場合でも、操縦者Ｍの足元が窮屈にならず、居住性を向上できる。
【００３６】
　調整状態では、連結具２３により、左のブレーキペダル１９と右のブレーキペダル２０
を連結状態に切り替えることができる。この場合、左のブレーキペダル１９の踏み面２７
と右のブレーキペダル２０の踏み面２８を同時に両踏みする際の面積は、調整状態の面積
Ｂ２が通常状態の面積Ｂ１よりも、上下方向に大きくなる（図７参照）。このため、調整
状態において、左の踏み面２７と右の踏み面２８との両踏みが行い易くなり、操作性を向
上できる。
【００３７】
　また、調整状態では、連結具２３により、左のブレーキペダル１９と右のブレーキペダ
ル２０を非連結状態とすることで、左のブレーキペダル１９の踏み面２７の高さと右のブ
レーキペダル２０の踏み面２８の高さとが異なるようになるので、寒冷地等において操縦
者Ｍが大きな防寒ブーツを履いてトラクタ１を操縦する場合でも、左のブレーキペダル１
９と右のブレーキペダル２０との踏み分けが行い易くなり、操作性を向上できる。
【００３８】
　また、調整状態では、左のブレーキペダル１９の踏み面２７の傾斜角度と、右のブレー
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キペダル２０の踏み面２８の傾斜角度は揃えられている。よって、右のブレーキペダル２
０の踏み面２８を踏み込む場合も、左のブレーキペダル１９の踏み面２７を踏み込む場合
も、操縦者が同様の感覚で踏み込み操作することができる。
【００３９】
［別実施の形態］
　以下、本発明の別実施の形態について図面に基づいて説明する。なお、前述の実施の形
態と同一の構成には同一の符号を付し、その説明を省略する。この別実施の形態では、左
のブレーキペダル５９と右のブレーキペダル２０を通常状態と調整状態とに切り替えるに
当たり、右のブレーキペダル２０の踏み面２８に対して左のブレーキペダル５９の踏み面
７７、７９を左右軸心周りに回動することにより通常状態と調整状態とを切り替える回転
機構６０が備えられている。以下、図９及び図１０に基づいて、この回転機構６０につい
て説明する。
【００４０】
　図９は、別実施の形態におけるブレーキペダルの正面視における一部断面図を示す。図
１０は、別実施の形態におけるブレーキペダルの側面断面図を示す。
【００４１】
　左のブレーキペダル５９は、一端が不図示の揺動軸に揺動可能に枢支される左側支持部
材６１と、その左側支持部材６１に対して左右方向に沿う軸心周りで回転自在に支持され
た左側ペダル部材６２とを備えている。左側支持部材６１の下端部には、左右方向に沿う
円筒状の円筒部６３が備えられており、その円筒部６３の円孔６３ａに対して左側ペダル
部材６２に備えられた差込軸部６５が差し込み挿入されている。これにより、左側ペダル
部材６２が、左側支持部材６１に対して、左右軸心６７回りに回転自在に備えられている
。このようにして、回転機構６０が、円筒部６３と差込軸部６５を備えて構成されている
。そして、差込軸部６５は、円筒部６３の円孔６３ａに差し込まれた状態において、円周
溝６６ａに止め輪６６が嵌められることにより、左右軸心６７に沿う方向への移動が規制
されている。
【００４２】
　左側ペダル部材６２は、上述の差込軸部６５から延びるアーム６４と、そのアーム６４
に連結された踏み面形成体７５とを備えている。踏み面形成体７５は、人為的に操作され
る表側の踏み面７７と、表側の踏み面７７の反対側に位置する人為的に操作される裏側の
踏み面７９とを備えている。左側ペダル部材６２が、左右軸心６７回りに回転することで
、表側の踏み面７７が踏み込み操作可能となる状態と、裏側の踏み面７９が踏み込み操作
可能となる状態とに切り替えられる。つまり、図９及び図１０の実線で示すように、右の
ブレーキペダル２０及び左のブレーキペダル５９を調整状態に切り替えた場合には、裏側
の踏み面７９が踏み込み操作可能となる状態となり、その踏み面７９が右のブレーキペダ
ル２０の踏み面２８よりも上方側に位置することなる。また、図９及び図１０の二点鎖線
で示すように、右のブレーキペダル２０及び左のブレーキペダル５９を通常状態に切り替
えた場合には、表側の踏み面７７が踏み込み操作可能となる状態となり、その踏み面７７
と右のブレーキペダル２０の踏み面２８と上下方向で揃う位置となる。
【００４３】
　この別実施の形態においても、通常状態及び調整状態の夫々において、左側支持部材６
１に対して左側ペダル部材６２を固定する第２ロック機構８０が備えられている。第２ロ
ック機構８０は、円筒部６３に形成された貫通孔６３ｂ及び差込軸部６５に形成された貫
通孔６５ａに固定ピン６９を挿通させることで、通常状態及び調整状態の夫々において、
左側支持部材６１に対して左側ペダル部材６２を固定している。貫通孔６３ｂは、円筒部
６３の左右方向の中心部に、前後に対向するように一対備えられている。また、固定ピン
６９の先端部にピン孔７１が形成されており、このピン孔７１にスナップピン７０を挿し
込むことで、貫通孔６３ｂ及び貫通孔６５ａに挿通させた状態に固定ピン６９が保持され
ている。
【００４４】
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　このようにして、回転機構６０により、左側ペダル部材６２を左右軸心６７周りに回転
させることで、表側の踏み面７７が操縦者側を向く通常状態と、裏側の踏み面７９が操縦
者側を向く調整状態との間で左のブレーキペダル５９と右のブレーキペダル２０の状態を
切り替えることができる。
【００４５】
　また、左のブレーキペダル５９と右のブレーキペダル２０には、上述の実施の形態と同
様に、左のブレーキペダル５９と右のブレーキペダル２０とを連結可能な連結具２３が備
えられている。
【００４６】
　通常状態においては、表側の踏み面７７が操縦者Ｍ側を向くように、左側支持部材６１
に左側ペダル部材６２が固定されている。これにより、通常状態では、左のブレーキペダ
ル５９の表側の踏み面７７の高さと、右のブレーキペダル２０の踏み面２８の高さとが略
同一となるようにされ、上下方向に揃った位置とされる。左のブレーキペダル５９及び右
のブレーキペダル２０は、揺動軸２４周りに揺動するため、ステップ１１との間に、上下
方向の隙間７２が空けられている。左のブレーキペダル５９の表側の踏み面７７と右のブ
レーキペダル２０の踏み面２８との間には、左右方向の距離７３が空けられている。左の
ブレーキペダル５９の表側の踏み面７７の傾斜角度と、右のブレーキペダル２０の踏み面
２８の傾斜角度は揃えられている。
【００４７】
　調整状態においては、裏側の踏み面７９が操縦者Ｍ側を向くように、左側支持部材６１
に左側ペダル部材６２が固定されている。これにより、調整状態では、左のブレーキペダ
ル５９の裏側の踏み面７９の高さが、右のブレーキペダル２０の踏み面２８の高さよりも
高い位置とされる。左のブレーキペダル５９の裏側の踏み面７９の高さは、通常状態にお
ける上下方向の隙間７２よりも大きな上下方向の距離７４が空けられている。これにより
、図１０に示すように、左のブレーキペダル５９の下方に操縦者Ｍの足を置くことができ
る。よって、寒冷地等において操縦者Ｍが大きな防寒ブーツを履いてトラクタ１を操縦す
る場合でも、操縦者Ｍの足元が窮屈にならず、居住性を向上できる。
【００４８】
　調整状態では、連結具２３により、左のブレーキペダル５９と右のブレーキペダル２０
を連結状態に切り替えることができる。この場合、左のブレーキペダル５９の表側の踏み
面７７と右のブレーキペダル２０の踏み面２８を同時に両踏みする際の面積は、調整状態
の面積Ｂ４が通常状態の面積Ｂ３よりも、上下方向に大きくなる（図９参照）。このため
、調整状態において、左の表側の踏み面７７と右の踏み面２８との両踏みが行い易くなり
、操作性を向上できる。
【００４９】
　また、調整状態では、連結具２３により、左のブレーキペダル５９と右のブレーキペダ
ル２０を非連結状態とすることで、左のブレーキペダル５９の表側の踏み面７７の高さと
右のブレーキペダル２０の踏み面２８の高さとが異なるようになるので、寒冷地等におい
て操縦者Ｍが大きな防寒ブーツを履いてトラクタ１を操縦する場合でも、左のブレーキペ
ダル５９と右のブレーキペダル２０との踏み分けが行い易くなり、操作性を向上できる。
【００５０】
［その他の実施の形態］
（１）
　上述の実施の形態及び別実施の形態では、左のブレーキペダル１９（左のブレーキペダ
ル５９）と右のブレーキペダル２０とを運転部５の右下部に配置しているが、左下部に配
置していてもよい。
【００５１】
（２）
　上述の実施の形態及び別実施の形態では、左のブレーキペダル１９（左のブレーキペダ
ル５９）と右のブレーキペダル２０とを吊り下げ式のブレーキペダルとしたが、左のブレ
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ーキペダル１９（左のブレーキペダル５９）と右のブレーキペダル２０とを、ステップ１
１の下方から延出された、所謂オルガン式のブレーキペダルとしてもよい。
【００５２】
（３）
　上述の実施の形態又は別実施の形態では、左のブレーキペダル１９（左のブレーキペダ
ル５９）にスライド機構４０又は回転機構６０が備えられた例を説明したが、これに限ら
れない。右のブレーキペダル２０に、スライド機構４０又は回転機構６０が備えられてい
てもよい。また、左のブレーキペダル１９（左のブレーキペダル５９）と右のブレーキペ
ダル２０の両方にスライド機構４０又は回転機構６０が備えられていてもよい。
【００５３】
（４）
　上述の実施の形態では、調整状態において、右のブレーキペダル２０の踏み面２８と左
のブレーキペダル１９の踏み面２７との上下方向での高さの関係は一定であるが、例えば
、上下方向において右のブレーキペダル２０の踏み面２８に対して左のブレーキペダル１
９の踏み面２７の高さを複数の高さに調整自在とすることもできる。上述の実施の形態で
は、例えば、第１ロック機構５０の調整孔５３を上下方向に間隔を隔てて複数備え、それ
ら複数の調整孔５３のどれか１つを選択することで、調整状態におけるブレーキペダルの
踏み面の高さを段階的に変更することが可能となる。
【００５４】
（５）
　上述の実施の形態又は別実施の形態では、連結機構を連結具２３により構成しているが
、これに限られない。連結機構は、左のブレーキペダル１９と右のブレーキペダル２０と
をボルト及びナットの組み合わせ等からなる締結部材で連結状態と非連結状態とを切り替
えるものであってもよい。
【００５５】
（６）
　上述の実施の形態又は別実施の形態では、作業車の一例であるトラクタ１について説明
したが、これに限られない。例えば、コンバインや田植機等の他の作業車にも本発明を適
用することができる。
【符号の説明】
【００５６】
１　　　　：トラクタ
２　　　　：前輪（走行装置）
３　　　　：後輪（走行装置）
１１　　　：ステップ
１９，５９　　　：左のブレーキペダル
２０　　　：右のブレーキペダル
２３　　　：連結具（連結機構）
２４　　　：揺動軸
２５　　　：左のブレーキ
２６　　　：右のブレーキ
２７　　　：左の踏み面
２８　　　：右の踏み面
２９　　　：右側支持部材（支持部材）
３０　　　：右側ペダル部材（ペダル部材）
３５　　　：左側支持部材（支持部材）
３６　　　：左側ペダル部材（ペダル部材）
４０　　　：スライド機構
６０　　　：回転機構
６７　　　：左右軸心
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７７　　　：表側の踏み面
７９　　　：裏側の踏み面

【図１】 【図２】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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